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今
年
６
月「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」（
通
称「
働
き
方
改
革
関
連
法
」）が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
と
、
改

革
に
取
り
組
む
企
業
を
支
援
す
る「
栃
木
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」は
、
雇
用
対
策
法
・

労
働
基
準
法
・
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
・
労

働
安
全
衛
生
法
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
・
労
働

契
約
法
な
ど
、
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法

律
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
政
府
が
唱
え
る

「
働
き
方
改
革
」を
実
現
す
る
た
め
の
法
律
改
正

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
働
き
方
改
革
」は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省
の
ウ
ェブ
サ
イ
ト
に
は
、

「『
働
き
方
改
革
』の
目
指
す
も
の
」と
し
て
、
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
は
、「
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
」「
育
児
や
介
護
と
の
両
立
な
ど
、

働
く
方
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
」な
ど
の
状
況
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
投
資
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
に
よ
る

生
産
性
向
上
と
と
も
に
、
就
業
機
会
の
拡
大
や

意
欲
・
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
作

る
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
って
い
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」は
、
こ
の
課
題
の
解
決
の
た

め
、
働
く
方
の
置
か
れ
た
個
々
の
事
情
に
応
じ
、

多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
を
実
現

し
、
働
く
方
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
良
い
将
来
の

展
望
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

（https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

stf/seisak
u

n
itsu

ite/
bunya/0000148322.htm

l
）

法
律
改
正
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

続
い
て
、
改
革
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

図
1
「
主
な
働
き
方
改
革
の
施
行
日
」
を
見

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
大
き
く
変
わ
る
ポ
イ
ン
ト

と
そ
の
施
行
日
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
（
栃
木
県
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係

法
律
の
施
行
日
及
び
概
要
」
よ
り
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。

1
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
労
働
基
準
法
）

◎
36
協
定
締
結
の
上
、
1
カ
月
45
時
間
、
年

3
6
0
時
間
が
原
則
。
臨
時
的
な
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
で
も
年
7
2
0
時
間
以
内
、
単

月
1
0
0
時
間
未
満（
休
日
労
働
含
む
）、
複

数
月
平
均
80
時
間（
休
日
労
働
含
む
）以
内
。

2
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得（
労
働
基
準
法
）

◎ 

使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
て
い
る
全
て
の
労
働
者
に
対
し
、
毎

年
5
日
、
時
季
を
指
定
の
上
取
得
さ
せ
る
。

3
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

（
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
）

◎ 

事
業
主
は
、
前
日
の
終
業
時
刻
と
翌
日
の
始

業
時
刻
の
間
に
一
定
時
間
以
上
の
休
息
時
間

を
確
保
。（
努
力
義
務
）

4
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現

（
労
働
契
約
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、
労
働
者
派
遣
法
）

◎ 

同
一
企
業
内
の
正
規
と
非
正
規
と
の
間
の
不

合
理
な
待
遇
差
を
解
消
す
る
た
め
の
規
定
の

整
備
（「
均
等
待
遇
規
定
」
を
パ
ー
ト・有
期・

派
遣
で
統
一
）。

◎ 

労
働
者
に
対
す
る
待
遇
に
関
す
る
説
明
義
務

の
強
化
。

◎ 

行
政
に
よ
る
助
言
指
導
等
や
裁
判
外
紛
争
解
決

手
続
の
規
定
を
パ
ー
ト
・
有
期
・
派
遣
で
統
一 

。

5
中
小
企
業
の
割
増
賃
金
率
引
き
上
げ

（
労
働
基
準
法
）

◎ 

月
60
時
間
超
の
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率

を
50
%
に
引
き
上
げ

有
給
休
暇
取
得
関
係
で
は

罰
則
も
強
化

　

も
う
少
し
詳
し
く
、
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
き
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
1「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導

入
」は
、
図
1
の
1
で
す
。
こ
の
上
限
を
超
え

た
場
合
は
、
半
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
は
法
律
上
の
残
業

時
間
の
上
限
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
が
今
後
は
、
き
ち
ん
と
上
限
を
守
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
労
使
の
話
し
合
い
で
例
外
的

な
事
情
に
つ
い
て
年
3
6
0
時
間
以
上
の
時
間
外

労
働
を
す
る
場
合
で
も
、
や
は
り
し
っ
か
り
と
し

た
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
動
車
運
転
業
務
や
建
設
業
、
医

師
、新
技
術・新
商
品
等
の
研
究
開
発
業
務
な
ど
、

猶
予
期
間
が
5
年
と
さ
れ
て
い
た
り
、
上
限
時

間
の
適
用
が
さ
れ
な
い
業
種
業
態
も
あ
り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
1
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
は

2
0
2
0
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
2
「
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取

得
」は
、
図
1
の
2
で
す
。
こ
れ
は
有
給
休
暇

を
労
働
者
に
確
実
に
取
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
、

違
反
す
る
と
半
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
有
給
休
暇
を
使
う
か
ど
う
か

は
社
員
の
意
志
に
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
1

日
も
使
わ
な
い
場
合
で
も
雇
用
主
が
罪
に
問
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
来
年

4
月
か
ら
は「
社
員
が
勝
手
に
取
ら
な
い
の
だ
か

ら
」と
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ず
、
社
員
の

意
向
を
聞
い
た
上
で「
何
月
何
日
に
有
給
休
暇
を

取
得
し
て
く
だ
さ
い
」と
指
示
を
出
さ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
「
年
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ

れ
る
す
べ
て
の
労
働
者
」が
対
象
と
さ
れ
ま
す
か

ら
、
事
実
上
ほ
と
ん
ど
の
社
員
が
対
象
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ポ
イ
ン
ト
2
に
つ
い
て
は
中
小
企
業
も
来
年
4

月
1
日
か
ら
新
し
い
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
半
年
を
切
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
検
討
を
始
め
て
い
な
い
企
業
は
大

至
急
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
3
「
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
を
禁

止
」は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た「
同 

一 

労
働

同
一
賃
金
」問
題
の
解
消
が
目
的
で
す
。
図
1
の

4
で
す
。

　

多
く
の
企
業
で
、
正
社
員
な
ど
正
規
雇
用
労

働
者
と
、
パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
雇
用
労
働
者
の

間
で「
同
じ
職
務
内
容
な
の
に
賃
金
に
格
差
が
あ

る
」ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
雇
用
形
態
に
違
い

は
あ
っ
て
も
、
同
じ
職
務
に
対
し
て
は
同
じ
賃
金

が
支
払
わ
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
が
、

今
回
の
改
正
の
趣
旨
で
す
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
短
時
間
労
働
者
・
有
期

雇
用
労
働
者
・
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
正
規

雇
用
労
働
者
と
の
待
遇
差
の
内
容
・
理
由
な
ど

に
関
す
る
説
明
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
3
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
は

2
0
2
0
年
4
月
か
ら
、
中
小
企
業
は
2
0
2
1

年
4
月
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
賃
金
体
系
の
見

直
し
は
企
業
活
動
全
般
に
影
響
し
ま
す
か
ら
、
政

府
も
猶
予
期
間
を
長
く
み
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

長
時
間
の

時
間
外
労
働
の
抑
制
を

　

ポ
イ
ン
ト
以
外
の
改
正
に
つ
い
て
も
、
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

図
1
の
3
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」は
、
勤

務
の
終
業
時
間
と
始
業
時
間
の
間
に
一
定
時
間

の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
置
く
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

（栃木労働局雇用環境・均等室「働き方改革を推進するための関係法律の施行日及び概要」から作成）

中小企業の割増賃金率引き上げ

同一労働同一賃金の実現

勤務間インターバル（努力義務）

年次有給休暇の確実な取得

時間外労働の上限規制

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年施行日（日にちはすべて４月１日）

大企業

大企業

中小企 業

中 小企業

中 小企業

派遣事 業

すべての企業規模

すべての企業規模

1

2

3

4

5

図１／主な働き方改革の施行日

中
小
企
業
も
待
っ
た
な
し
、

働
き
方
改
革
へ
の

取
り
組
み

長
時
間
労
働
是
正
、同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
見
る

「
働
き
方
改
革
」

特集1／働き方改革

PART 1

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入

年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

正
規
雇
用
労
働
者
と

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
間
の

不
合
理
な
待
遇
差
を
禁
止

ポ
イ
ン
ト 

１

ポ
イ
ン
ト 

2

ポ
イ
ン
ト 

3
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改
革
に
取
り
組
む
企
業
を

オ
ー
ル
栃
木
で
支
援

　

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
法
律

改
正
に
あ
わ
せ
て
新
た
に
全
国
に
設
置
さ
れ
た

組
織
で
す
。
全
国
47
都
道
府
県
に
、
ほ
ぼ
いっ
せ

い
に
今
年
4
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
組
織
は
、
就
業
規
則
の
作
成
方
法
や
賃

金
規
定
の
見
直
し
、
労
働
関
係
助
成
金
の
活
用

な
ど
、
働
き
方
改
革
に
関
連
す
る
企
業
の
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
に
総
合
的
に
対
応
し
、
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
は

4
月
2
日
に
宇
都
宮
市
宝
木
本
町
の
㈱
T
M
C

経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
置
か
れ
ま
し
た
。
ス
タ

ッ
フ
は
セ
ン
タ
ー
長
の
柳
道
夫
さ
ん
以
下
8
人
で
、

全
員
が
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
持
つ
か
、

実
務
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
は「
長
時
間
労
働
の

解
消
」「
非
正
規
雇
用
者
の
処
遇
改
善
」「
生

産
性
の
向
上
」「
国
の
支
援
策
紹
介
」な
ど
の
支

援
で
す
。

　

柳
道
夫
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
働
き
方
改
革
と
言

わ
れ
て
も
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
ど
こ
か
ら
手

を
つ
け
て
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ

も
自
社
が
該
当
す
る
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
っ
た

り
す
る
で
し
ょ
う
。
私
ど
も
で
は
企
業
の
皆
様
の

疑
問
に
お
答
え
し
、
支
援
を
す
る
た
め
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
と
し
て
、
宇
都
宮
商
工
会
議

所
を
は
じ
め
と
す
る
商
工
団
体
や
国
の
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
、
行
政
、
専
門
家
な
ど
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
作
り
、
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
話
し

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

① 

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
が
無
料
で

各
種
相
談
に
対
応
し
ま
す
（
原
則
と
し
て
3

回
ま
で
）。

② 

商
工
会
議
所
、
商
工
会
な
ど
で
セ
ミ
ナ
ー
や

出
張
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

③ 

希
望
す
る
企
業
に
は
個
別
企
業
訪
問
指
導
も

実
施
し
ま
す
。

な
ど
の
業
務
を
行
って
い
ま
す
。

　

4
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
た
め
、
6
月
く

ら
い
ま
で
は
相
談
件
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
7
月
か
ら
は
訪
問
指
導
を

毎
月
20
〜
30
件
行
う
な
ど
、
徐
々
に
企
業
に
そ

の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。

　
「
ご
相
談
は
電
話
、
来
所
の
ほ
か
、
企
業
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
個
別
訪
問
も
行
っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
が
出
向
い
て
ご
相
談
を
受

け
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
」

　

セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
も
、
7
月
以
降
は
毎
月

10
回
前
後
開
催
し
て
い
ま
す
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
は
毎
日
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
当
初
は
7
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

最
近
1
人
増
強
し
て
現
在
は
8
人
体
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
全
県
域
が
エ
リ
ア
で
す
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
や
団
体
と
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
な
ど
で
は
、
商
工
会
議

所
や
商
工
会
に
さ
ま
ざ
ま
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
国
が
平
成
26（
2
0
1
4
）

年
に
全
国
に
設
置
し
た
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、

栃
木
県
で
は
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
も
生

産
性
向
上
や
経
営
改
善
の
相
談
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
と
の
連
携
も
大

き
な
力
に
な
って
い
ま
す
」

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
方
が
先
行
し
て
開
設
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
た
め
、
経
営
者
へ
の
周
知
度
が
高

い
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
両
者
が
連
携
し
、
セ

ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
開
催
し
た
り
、
時
に
は
一
緒

に
企
業
を
個
別
訪
問
し
て
相
談
を
受
け
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
、
よ

り
高
度
な
支
援
が
可
能
に
な
って
い
ま
す
。

　
「
私
ど
も
の
業
務
時
間
は
平
日
は
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で
、
土
曜
日
も
月
に
1
回
午
前

9
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
し
か
し
、
企
業
に
と

っ
て
は
業
務
時
間
外
の
方
が
相
談
し
や
す
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
日
の
夜
や
土
曜
日

に
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

課
題
解
決
に
向
け
た

早
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

　

商
工
会
議
所
や
行
政
な
ど
と
連
携
し
、
オ
ー

ル
栃
木
で
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
。
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な

相
談
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

図
2
は
同
セ
ン
タ
ー
が
4
〜
8
月
に
行
っ
た
訪

問
指
導（
の
べ
67
件
）の
内
容
で
す
。「
長
時
間
労

働
の
是
正
」が
約
半
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

図
3
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
取
り
組
み
支
援
の
事
例
で
す
。
参
考
に
な
る

と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

　

柳
セ
ン
タ
ー
長
は
栃
木
県
の
企
業
の
課
題
を
、

次
の
よ
う
に
総
括
し
ま
す
。

◎ 
管
理
職
の
労
働
時
間
が
長
く
な
る
傾
向
が

あ
る
。

◎ 

時
間
外
労
働
を
削
減
す
る
こ
と
で
労
働
者
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産
性
が
下
が
る
こ
と
を

懸
念
す
る
経
営
者
が
多
い
。

◎ 

人
手
不
足
が
慢
性
化
、
深
刻
化
。

　
「
こ
う
し
た
課
題
は
、
私
ど
も
が
今
後
さ
ら
に

活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
企
業
の
方
の
取
組

を
支
援
し
、
解
決
に
導
く
こ
と
が
可
能
だ
と
思

い
ま
す
。
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
ず
は
相
談

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
セ
ミ
ナ
ー
や
相

談
会
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
予
約
し
て
い

た
だ
く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
不
安
や
疑
問
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
」

　
　
　

※　
　

※　
　

※

　

広
範
囲
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
法

改
正
と
な
っ
た
、
働
き
方
改
革
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
で
も
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
中
小
企

業
の
皆
様
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

具
体
的
に
ど
の
程
度
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
置
く
か

は
、
企
業
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
聞
報
道
な

ど
を
見
る
と
、
先
行
し
て
導
入
し
て
い
る
企
業
で

は「
8
時
間
」「
8
時
間
+
通
勤
時
間
」な
ど
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

5「
中
小
企
業
の
割
増
賃
金
率
引
き
上
げ
」に

つ
い
て
は「
う
ち
は
も
う
や
っ
て
い
る
よ
」と
い
う
企

業
も
多
い
で
し
ょ
う
。
現
在
の
法
律
で
は
、
残
業

な
ど
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
は
、
雇
用
主
は
25
%

以
上
の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
施
行
の
今
回
の
改
正
は
、
特
に

長
い
時
間
外
労
働
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
1
カ
月
あ
た
り
60
時
間
を
超
え

て
時
間
外
労
働
を
さ
せ
た
場
合
に
は
、
超
え
た

時
間
の
労
働
に
つ
い
て
50
%
に
引
き
上
げ
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
す
。

　

も
し
60
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
に
深
夜

（
午
後
10
時
〜
午
前
5
時
）の
労
働
が
あ
る
場
合

に
は
、
さ
ら
に
深
夜
割
増
賃
金
率
25
%
が
加
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
合
計
で
75
%
と
な
り
ま
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
広
範
囲
な
改
正
で
す
の

で
、
す
べ
て
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
か
な
り
細
か
く
定
め
ら
れ
た
法
律
も
あ
り

ま
す
の
で
、
個
別
の
企
業
が
ど
う
対
応
す
れ
ば
良

い
か
に
つ
い
て
は
、
多
忙
な
経
営
者
に
と
っ
て
は
難

し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
場
合
に
頼
り

に
な
る
の
が「
栃
木
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
」で
す
。
P
A
R
T
2
で
は
、
同
セ
ン
タ

ー
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

図2／内容別状況（訪問指導）

図3／取り組み支援の事例

現場監督等の労働時間管理が困難（直行直帰が多い）。
労働時間の管理が難しい。
短い納期での工事が必要なので長時間労働になりがち。

現場監督の長時間労働、労働時間管理について対策が必要。

相談内容

見つかった
課　題

建設業

A社
（50人）

ノー残業デーが形骸化。
急成長したため働き方改革の進め方が分からない。

トップと管理職の長時間労働削減に向けた意識改革が必要。

相談内容

見つかった
課　題製造業

B社
（250人）

慢性的な人材不足、長時間労働（＋２時間／日）

長時間労働が評価される企業風土
上司と一緒に仕事をしているため帰りにくい
若手人材の定着

相談内容

見つかった
課　題

製造業

C社
（23人）

残業時間を月70時間に減らすなど、会社目標を立てる（意識改善）
繁閑に応じて労働時間を短くする（柔軟な労働時間制度）
同じ業務のできる人を増やす（仕事の進め方の改善）など

トップから働き方改革に関して社員にメッセージを発信
取り組みやすい課題を把握し、モデル部署で取り組み、
検証した後に全社に水平展開
労働時間の見える化とノー残業デーの復活
管理職研修にワークライフバランスの内容も盛り込む など

トップから長時間労働を評価する会社の風土を変えるメッセージを発信
（「長時間労働を無くし、その分賃金へ上乗せ」）
魅力ある職場づくりで人材不足解消（若手人材の定着）
リーダーの意識改革　など

その他

非正規待遇の改善

長時間労働
の是正

49.2 %

9.0 %

33件27件

40.3 %
助成金
一般 1件

6件1.5 %

アドバイス

アドバイス

アドバイス

栃木県働き方改革推進支援センター
柳　道夫 センター長

働き方改革推進支援センター

宇都宮商工会議所主催の、働き方改革関連セミナーも、
随時開催されています

企
業
を
支
援
す
る

「
栃
木
県
働
き
方
改
革

  

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」

問合せ

栃木県働き方改革推進
支援センター

宇都宮市宝木本町1140-200（TMC内）
☎028-601-9001

宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

PART 2



名称

原
材
料
名

原材料名

内容量

消費期限または
賞味期限

保存の方法

製造者

商品名ではなく一般的な名称です
使用した原材料を、最も一般的な名称を用いて、そこに占
める重量の割合の多い順から記載します。
基本は総量表示です。内容重量（ｇ、ｋｇ）や内容体積（ml、
ｌ）、内容数量（個数）を単位をつけて記載します。
品質が急速に劣化しやすい場合は「消費期限」、それ以外
は「賞味期限」を記載します。
開封前の保存方法を、製品の特性に従って、具体的でわか
りやすい用語で記載します。
製造者が表示責任者の場合は、製造者の氏名（または名
称）と住所を記載。（個人事業主の場合は氏名。屋号のみ
み記載は認められていません。）製造者と販売者が異なる
場合には、販売者も同様に記載します。

◎表示に用いる文字の大きさは、原則として８ポイント以上。
◎2022年3月31日までに全ての加工食品に「原料原産地名」の表示をつける必要がある。  

（栃木県「事業者向け 新しい食品表示制度 一般用加工食品」より）

◎実際の表示では赤字の必要はありません。 　　   　（栃木県「事業者向け 新しい食品表示制度 一般用加工食品」より）   

食品の一括表示

（栃木県「事業者向け　新しい食品表示制度　一般用加工食品」より）  　 

（栃木県「事業者向け 新しい食品表示制度  
一般用加工食品」より）

（栃木県「事業者向け 新しい食品表示制度  一般用加工食品」より） 

※栄養成分表示（図３）も必ず記載

旧表示と新表示の比較（例）

栄養成分表示
（食品単位当たり）

栄養成分表示

アレルゲン表示について

旧

表示例

パン（小麦を含む）、
野菜（レタス、きゅう
り、トマト）、マヨネー
ズ（卵・大豆を含む）、
チーズ（乳成分を含
む）／イーストフード、
乳化剤、酸化防止剤
（V.C）、調味料（アミ
ノ酸）、香辛料

原
材
料
名

パン（小麦を含む）、
野菜（レタス、きゅう
り、トマト）、マヨネー
ズ（卵・大豆を含む）、
チーズ（乳成分を含
む）
イーストフード、乳化
剤、酸 化 防 止 剤
（V.C）、調味料（アミ
ノ酸）、香辛料

原
材
料
名

添
加
物

パン（小麦を含む）、
野菜（レタス、きゅう
り、トマト）、マヨネー
ズ（卵・大豆を含む）、
チーズ（乳成分を含
む）

イーストフード、乳化
剤、酸 化 防 止 剤
（V.C）、調味料（アミ
ノ酸）、香辛料

スラッシュで区分
表示例 ①

改行して表示
表示例 ②

別欄に表示
表示例 ③

製造者

保存方法
消費期限
内容量

原材料名

原材料名

熱量 ○○Kcal
たんぱく質 ○○g
脂質 ○○g
炭水化物 ○○g
食塩相当量 ○.○g

名称 サンドイッチ
パン、野菜（レタス、きゅ
うり、トマト）、マヨネー
ズ、チーズ、イーストフー
ド、乳化剤、調味料（アミ
ノ酸）
（原材料の一部に大豆
を含む）

㈱○○食品
栃木県○○市○○町○

１個
平成○○年○月○日
10℃以下

製造者

保存方法
消費期限
内容量

原材料名

名称 サンドイッチ
パン（小麦を含む、国内
製造）、野菜（レタス、きゅ
うり、トマト）、マヨネーズ
（卵・大豆を含む）、チー
ズ（乳成分を含む）／
イーストフード、乳化剤、
酸化防止剤（V.C）、調味
料（アミノ酸）

㈱○○食品
栃木県○○市○○町○

１個
平成○○年○月○日
10℃以下

新

個別表示の例 一括表示の例

パン（小麦を含む）、
野菜（レタス、きゅう
り、トマト）、マヨネー
ズ（卵・大豆を含
む）、チーズ（乳成分
を含む）／イースト
フード、乳化剤、酸
化防止剤（V.C）、調
味料（アミノ酸）

原材料名

パン、野菜（レタス、
きゅうり、トマト）、マ
ヨネーズ、チーズ／
イーストフード、乳化
剤、酸 化 防 止 剤
（V.C）、調味料（アミ
ノ酸）、（一部に小
麦・卵・大 豆・乳
成分を含む）
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生
鮮
品
、
加
工
品
を
問
わ
ず
、
販
売
さ
れ
て
い

る
食
品
の
ほ
と
ん
ど
に
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
表

示
が
つ
い
て
い
ま
す
。
表
示
の
方
法
は
法
律
な
ど

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
事
業
者
が
自
分
勝
手
な

形
式
や
用
語
で
記
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

以
前
は
食
品
衛
生
法（
衛
生
事
項
）や
J
A
S

法（
品
質
事
項
）、
健
康
増
進
法（
保
健
事
項
）に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
は
目
的
も
異
な
っ
て
い
た
た
め
、

複
雑
で
わ
か
り
に
く
い
制
度
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
新
た
に「
食
品
表
示
法
」が
国

会
で
成
立
し
、
食
品
の
表
示
に
関
し
て
包
括
的
で 

一
元
的
な
制
度
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
会
員
企
業
に
最
も
関
連
が
深
い
と
思

わ
れ
る
加
工
食
品
の
表
示
に
つ
い
て
、
概
要
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

食
品
表
示
の
内
容
に
つ
い
て

　

消
費
者
向
け
の
商
品
の
場
合
、
要
点
を
表
1

に
ま
と
め
ま
し
た
が
、
必
要
な
項
目
に
つ
い
て
次

に
説
明
し
ま
す
。
※
印
は
、
食
品
表
示
法
に
よ
っ

て
変
更
に
な
っ
た
事
項
で
す
。

◎
原
材
料
名
、添
加
物

　

使
用
し
た
原
材
料
を
、
添
加
物
以
外
の
原
材

料
お
よ
び
添
加
物
の
区
分
ご
と
に
、
原
材
料
に
占

め
る
重
量
の
割
合
の
多
い
順
か
ら
記
載
し
ま
す
。

ま
た
、
特
定
原
材
料（
え
び
・
か
に
・
小
麦
・
そ
ば
・

卵
・
乳
・
落
花
生
）を
含
む
原
材
料
・
添
加
物
は
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
含
む
旨
の
表
示
も
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
加
工
食
品
に
の
み
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
た
原
材
料
の
産
地
表
示
が
、
全
て
の
加
工

食
品
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。（
外
食
、
容
器
包
装
に

入
れ
ず
販
売
す
る
場
合
、
作
っ
た
そ
の
場
で
販
売

す
る
場
合
、
お
よ
び
輸
入
品
は
対
象
外
で
す
）

※
添
加
物
の
表
示
方
法
が
変
更
さ
れ
、
原
材
料
と
明
確
に
区

　

分
し
て
表
示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
表
示
の
ル
ー
ル
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
図
4

　

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
製
造
者

　

表
示
内
容
に
責
任
を
有
す
る
者
の
氏
名（
ま
た

は
名
称
）と
住
所（
製
造
所
の
所
在
地
お
よ
び
製

造
者
の
氏
名〈
ま
た
は
名
称
〉）を
記
載
し
ま
す
。

製
造
者
と
販
売
者
が
異
な
る
場
合
に
は
、
販
売

者
も
同
様
に
記
載
し
ま
す
。

※
製
造
所
固
有
記
号
の
ル
ー
ル
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
則
と
し
て
、
同
一
製
品
を
2
つ
以
上
の
製
造

所
で
製
造
す
る
場
合
に
は
、
製
造
所
固
有
記
号

が
使
え
ま
す
。
今
回
、
そ
の
ル
ー
ル
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
取
得
す
る
場
合
に
は
新
た
に
届

け
出
が
必
要
で
す（
経
過
措
置
期
間
中
は
従
前
の

も
の
を
使
用
で
き
ま
す
）。
現
在
、
使
っ
て
い
る

企
業
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
任
意
だ
っ
た
栄

養
成
分
表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
必
要
な

表
示
は
、
熱
量
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
炭
水
化

物
、ナ
ト
リ
ウ
ム（
食
塩
相
当
量
に
換
算
し
た
も
の
）

の
5
項
目
で
す
。

表
示
の
新
旧
混
在
は
不
可

　

こ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
表
示
例
が
、
図
1
、

図
2
、
図
3
と
な
り
ま
す
。

　

図
1
は
、
原
材
料
と
添
加
物
の
表
記
の
方
法

で
す
。
ス
ラ
ッ
シ
ュ
で
区
別
す
る
か
改
行
し
て
表

示
す
る
か
、
も
し
く
は
別
欄
に
表
示
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

図
2
は
食
品
表
示
の
新
旧
を
比
較
し
た

も
の
で
す
。
赤
字
が
変
更
に
な
っ
た
部
分

で
す
。
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
経

過
措
置
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
新
旧
の
混

在
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
新
し
く
す
る
場
合
に
は
す
べ
て
新
し

い
表
示
方
法
で
な
く
て
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

図
3
は
、
今
回
か
ら
必
ず
記
載
す
る
こ
と
に
な

っ
た
栄
養
成
分
表
示
の
例
で
す
。
図
2
の
新
表
示

と
図
3
を
あ
わ
せ
て
表
示
し
ま
す
。

　

図
4
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
表
示
で
す
。
ア
レ
ル
ゲ
ン
表

示
は
、
個
別
表
示
が
原
則
で
す
。
一 

括
表
示
の
例

も
掲
載
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は「
表
示
面
積
に
限

り
が
あ
る
」「
特
定
原
材
料
等
を
含
む
添
加
物
の

表
示
を
省
略
す
る
」な
ど
の
場
合
に
限
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
個
別
表
示
と
一
括
表
示
を
組
み
合

わ
せ
て
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
特
定
原
材
料
は
7
品
目
で
、
え
び
、

か
に
、
小
麦
、そ
ば
、
卵
、
乳
、
落
花
生
の
表
示
義

務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定
原
材
料
に
準
ず

る
も
の
が
20
品
目
あ
り
ま
す
の
で
、
厚
生
労
働
省

や
消
費
者
庁
の
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
は
、
食
品
表
示
法
で

定
め
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

実
際
に
は
ど
の
項
目
に
も
さ
ら
に
細
か
な
規
定
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
食
品

表
示
法　

消
費
者
庁
」で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加

し
て
疑
問
点
を
解
決
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

宇
都
宮
市
内
の
企
業
の
場
合
、
相
談
の
窓
口
は

次
の
通
り
で
す
。

　

食
品
表
示
は
準
備
に
時
間
も
か
か
り
ま
す

し
、
新
し
い
制
度
で
変
更
す
る
ポ
イ
ン
ト
も
多
い

た
め
社
内
で
の
勉
強
も
不
可
欠
で
す
。
で
き
る

だ
け
早
め
に
対
応
さ
れ
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

〈
取
材
協
力
〉

栃
木
県
保
健
福
祉
部
生
活
衛
生
課 

食
品
安
全
推
進
班
主
査	

近
藤
理
恵
子 

さ
ん

宇
都
宮
市
保
健
福
祉
部 

保
健
所
生
活
衛
生
課

食
品
衛
生
グ
ル
ー
プ
主
任	

髙
橋　

祐
子 

さ
ん

宇
都
宮
市
保
健
福
祉
部 

保
健
所
健
康
増
進
課

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
専
任	

荒
井
登
志
子 

さ
ん

図1

図2

図3

図4

表1

特集2／食品表示法

　平成27（2015）年4月1日「食品
表示法」が施行されました。食品関連
事業者は、2020年3月31日（原材料
の産地表示は2022年3月31日）まで
に、新しい法律に定められた方法の表
示に切り替えなければなりません。そ
こで、その概要についてご紹介します。

食品の
表示が
変わります！

制度を理解し、早めの対応を

特集2／食品表示法

宇
都
宮
市
保
健
所 

生
活
衛
生
課

宇
都
宮
市
竹
林
町
9
7
2

☎
0
2
8-

6
2
6-

1
1
1
0

宇
都
宮
市
保
健
所 

健
康
増
進
課

宇
都
宮
市
竹
林
町
9
7
2

☎
0
2
8-

6
2
6-

1
1
2
6

栃
木
県
保
健
福
祉
部
生
活
衛
生
課

宇
都
宮
市
塙
田
1-

1-

2
0

☎
0
2
8-

6
2
3-

3
1
1
4

食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
こ
と（
衛
生
事
項
）

栄
養
成
分
な
ど
に
関
す
る
こ
と（
保
健
事
項
）

食
品
の
品
質
に
関
す
る
こ
と（
品
質
事
項
）



89 November  2018

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
第
50
回
岩
手
総
会
に
参
加

女
性
部
だ
よ
り

　

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
第
50
回
岩

手
総
会
が
10
月
３
日（
水
）〜
４
日

（
木
）に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
数

の
女
性
会
会
員
が
参
加
し
、
当
女
性

部
か
ら
は
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長

を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々

の
ご
臨
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
第
17
回
女
性
起
業
家

大
賞
授
賞
式
お
よ
び
全
商
女
性
連
表

彰
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
先
進
的
な
事

業
で
活
躍
す
る
女
性
起
業
家
と
、
各

地
域
で
活
躍
す
る
女
性
会
関
係
者

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
総
会
参
加
女
性
会

の
紹
介
で
は
、
各
女
性
会
に
よ
る
華

や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
㈱
モ
ス
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
会
長
・
櫻
田

厚
氏
を
講
師
に
迎
え
、
記
念
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

岩
手
の
各
女
性
会
の
方
々
が
各
所

で
私
た
ち
参
加
者
を
歓
迎
し
て
く

だ
さ
り
、
そ
の
丁
寧
な
お
も
て
な
し

に
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
を
通
し
て
、
全
国
か
ら

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ま
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

総
会
で
し
た
。

（
副
会
長　

今
井　

キ
ヨ
）

全国商工会議所女性会連合会記念式典・岩手総会に参加し
た当所女性部左から森田副会長、福田会長、今井副会長

９
月
研
修
例
会

大
人
の
社
会
科
見
学
～
日
本
を
学
ぼ
う
～
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

　

９
月
研
修
例
会
を
9
月
26
日（
水
）、

日
ご
ろ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
場
所

へ
出
か
け
、
体
験
す
る
こ
と
で
メ
ン

バ
ー
の
知
識
と
教
養
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
35
人
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
は
茨
城
県
に
あ
る

「
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
」。
基
地
の

正
門
前
か
ら
航
空
自
衛
隊
の
広
報
担

当
者
が
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
基
地
の

歴
史
や
部
隊
の
特
徴
な
ど
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
格
納
庫
を
案
内
さ
れ
、
フ
ァ

ン
ト
ム
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
内
を
現
役

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
方
か
ら
説
明
を
受

け
、
目
の
前
で
活
動
す
る
航
空
自
衛

隊
の
飛
行
機
を
観
覧
し
、
離
発
着
時

の
爆
音
を
体
験
。
軍
事
機
密
の
中
に

い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
良
い
経
験

で
し
た
。

　

最
後
の
目
的
地
は「
霞
ケ
浦
導
水

事
業
施
設
那
珂
機
場
」。
昭
和
58

（
1
9
8
3
）年
か
ら
工
事
を
開
始
し
、

現
在
も
工
事
中
の
一
大
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
莫
大
な
費
用
に
、

興
味
の
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
熱
く

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
納
税
者
と

し
て
行
政
の
行
う
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク

に
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
経
営
者
の
視
点
で
事
業

を
観
察
す
る
良
い
機
会
で
し
た
。

　

今
回
は
、
首
都
圏
防
空
の
要
で
あ

る
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
の
見
学

を
行
い
、
国
防
に
取
り
組
む
た
め
の

組
織
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
学
び
、
ま

た
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
施
設
見
学

を
行
い
、
首
都
圏
水
資
源
の
安
定
確

保
の
重
要
性
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
た
大
変
有
意
義
な
例
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
広
報
Ｄ
Ｃ
委
員
会　

委
員
長　

高
村　

典
宏
）

現役を引退したＦ－４ＥＪ（ファントム）の前で記念撮影

新
入
会
員
の
紹
介

　

平
成
30（
2
0
1
8
）年
9
月
1
日
〜
10
月
15
日
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

㈱ハイクオリティ 宇都宮市宿郷３－５－２３ 028-612-3812 サービス（映像制作、広告制作）

㈱福田機械店 宇都宮市今泉町３２－１ 028-622-2164 小売（農業・建設機械、非常用自家発電設備）

リーチ麻雀さかえ  宮の橋 宇都宮市駅前通り３－１－１５丸久ビル４Ｆ 028-634-0280 サービス（麻雀）

Ｃｏｌｏｒ＋ｆｕｌｌ 宇都宮市曲師町５－４中村園ビル１Ｆ 070-1462-1571 飲食（かき氷、アイス、ワッフル）

鹿沼化成工業㈱ 宇都宮市仲町３－１６ 028-625-1250 製造（堆肥、肥料）

大協建設㈱ 宇都宮市中央１－５－１４ 028-688-8291 建設（総合建設工事）

㈱ジェイティエス 宇都宮市簗瀬１－９－６シティシャトレヤナセ２０２ 028-651-2050 建設（土木工事、解体工事）

 ＹＡＭＡＴＯ足場 宇都宮市茂原町９２９－３エントピアＢ１０２ 080-5646-3379 建設（とび工事、土木工事、撤去工事）

両毛印刷㈱ 栃木市薗部町４－１－１９ 0282-22-2625 製造（印刷物、ホームページ制作）

㈱フォーリア 宇都宮市下栗町６７６－６ 028-656-7474 運輸（福祉タクシー）

新聖工業 宇都宮市駒生町３３５８－３４ハイツシャルムＢ１０２ 080-6728-5483 建設（とび工事）

クロスリアリティー㈱ 宇都宮市池上町２－７ 080-2060-0001 サービス（VR体験、コンサルタント）

㈱拓心 宇都宮市石井町３１６７－２吉澤倉庫ビル３０２ 050-1425-1772 建設（内装工事）

㈲竹中運送店 宇都宮市石井町３３７３－１ 028-689-9758 運輸（食品輸送）

㈱サンスタッフ 宇都宮市宿郷１－１５－６THE ESSENCE ビル２F 028-689-9231 サービス（一般労働者派遣、有料職業紹介）

㈱ｉｄｅａ 矢板市鹿島町３－１６ 0287-47-5590 サービス（デザイン、ブランド戦略）

㈲アタカサービス 宇都宮市石井町３６５－１１ 028-656-6250 サービス（ごみ収集運搬）

㈲三栄製作所 宇都宮市下桑島町１０４９－３４ 028-656-2382 製造（自動車ブレーキ用スプリング）

㈱ビガートレーディング 宇都宮市砥上町３２７－５７ 028-647-1363 製造（テント倉庫、軒先テント）

ぽんず 宇都宮市宿郷１－５－４ 028-678-3684 飲食（居酒屋）

De I'm宇都宮 NARIS BEAUTY STATION 宇都宮市桜１－１－２ 090-2732-4034 小売（化粧品）

㈱ＦＴＭテクニカルサービス 宇都宮市下金井町８９９－４ 028-665-8301 製造（プリント配線板用製造装置）

マツパン 宇都宮市平松本町３４９－２ 028-306-2404 小売（パン）

平山総建 日光市今市１２１７－９ハイムフロイデＡ１０１ 080-4612-9225 建設（外構工事）

㈱イナセ 宇都宮市板戸町３１２３－１ 028-670-8238 サービス（理容室）

㈲丸岩鉄筋工業 河内郡上三川町大字上三川４１１６ 0285-56-7896 建設（鉄筋工事）

平成 30（2018）年9月1日～10月15日加入分（順不同・敬称略）             ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。
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ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

（
約
6
0
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、

全
国
主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
に
8
0
0
0
部
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安
価

に
発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉

6
5
0
0
部
折
り
込
み
／
8
万
1
千

円（
会
員
価
格
）〜
）で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
6
0
0
0
事
業
所
の
経
営
者
に

直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地
人
」。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
広
告
や
折
込
チ
ラ
シ
の
詳
細
は
、

宇
都
宮
商
工
会
議
所
W
E
B
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

第
１
部
で
は
、
平
成
30
年
１
月
に

「
第
７
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
経

済
産
業
大
臣
賞
」を
受
賞
さ
れ
、
国

内
外
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

る
㈱
浜
野
製
作
所 

代
表
取
締
役  

浜
野 

慶
一 

様
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
も
の
づ
く
り
へ
の
挑
戦
」を
テ
ー
マ

に
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
部
で
は
、
講
師
を
交

え
た
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

11
月
21
日（
水
）

◎
第
１
部（
講
演
）　

午
後
４
時
〜
午
後
６
時

◎
第
２
部（
交
流
会
）　

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
30
分

【
会
場
】

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

（
宇
都
宮
市
大
通
り
２
-４
-６
）

【
講
演
】

〈
テ
ー
マ
〉

「
東
京
・
下
町
町
工
場　

も
の
づ
く

り
へ
の
挑
戦
〜
下
請
体
質
か
ら
の
脱

却
を
目
指
す
〜
」

〈
講
師
〉

㈱
浜
野
製
作
所　

　

本
商
談
会
は
、
製
造
業
者
が
一
堂

に
会
し
、
具
体
的
な
発
注
案
件
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
完
全
予
約
制
の
受

発
注
商
談
会
で
、
全
国
34
商
工
会
議

所
に
よ
る
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

　

商
談
に
至
ら
な
け
れ
ば
参
加
費
は

か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
エ
ン

ト
リ
ー
か
ら
！

〈
本
商
談
会
の
メ
リ
ッ
ト
〉

　

発
注
企
業
か
ら
の
具
体
的
な
発

注
案
件
に
対
し
て
、
受
注
希
望
企
業

が
商
談
の
申
し
込
み
を
行
う
事
前

マ
ッ
チ
ン
グ
制
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

精
度
の
高
い
商
談
が
行
え
ま
す
。

〈
参
加
者
の
声
〉

◎
本
商
談
会
は
登
録
企
業
の
数
、
内

容
が
充
実
し
て
お
り
、
と
て
も
参
考

に
な
る
。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
】

平
成
31
年
３
月
８
日（
金
）

【
会
場
】

丸
の
内
２
丁
目
二
重
橋
ビ
ル
内
会
議

室（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
３
-２

-２ 

丸
の
内
二
重
橋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）

【
参
加
費
】

◎
発
注
企
業
：
無
料

◎
受
注
企
業
：
エ
ン
ト
リ
ー
は
無
料
。

商
談
会
参
加
が
決
定
し
た
場
合
、

　

毎
年
恒
例
の「
新
年
賀
詞
交
歓

会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

地
元
政
治
家
、
行
政
、
団
体
、
経

済
界
の
方
々
が
多
数
ご
参
加
し
ご

参
加
し
、
知
事
を
は
じ
め
、
主
催
者

と
し
て
市
長
、
う
つ
の
み
や
市
商
工

会
長
、
そ
し
て
当
所
関
口
会
頭
も
出

席
し
て
ご
あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
年
の
仕
事
始
め
の

顔
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

平
成
31
年
１
月
４
日（
金
）

午
前
11
時

【
会
場
】

ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

（
宇
都
宮
市
上
大
曽
町
4
9
2
-1
）

代
表
取
締
役　

浜
野  

慶
一
氏

【
定
員
】50
人（
先
着
順
）

【
費
用
】

◎
第
１
部　

無
料

◎
第
２
部　

●   

会　

員 

３
０
０
０
円
／
人

●   

非
会
員 

５
０
０
０
円
／
人

【
主
催
】　

当
商
工
会
議
所
工
業
３
部
会

（
金
属
・
一
般
・
食
品
）

【
申
込
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
チ
ラ
シ
申
込
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
記
載
し
て
F
A
X
で
申
し
込
む

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
終
了

◎
会
員
企
業
１
千
円
／
件

◎
非
会
員
企
業
２
千
円
／
件

【
商
談
テ
ー
マ
】

金
属
製
品
、
機
械
器
具
、
関
連
業
種

（
加
工
・
組
立
・
試
作
・
供
給
）、
樹

脂
成
型
・
加
工　

等

【
募
集
企
業
数
】

◎
発
注
企
業
40
社

◎
受
注
企
業
２
０
０
社

【
締
切
】

◎
発
注
企
業
：
12
月
６
日（
木
）

◎
受
注
企
業
：
12
月
14
日（
金
）

【
申
込
】

◎
発
注
企
業
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
載
し
て
東
京
商
工
会

議
所
に
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
む

◎
受
注
企
業
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
載
し
て
東
京

商
工
会
議
所
に
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
終
了

【
費
用
】二
千
円（
１
人
）

【
申
込
】

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
チ
ラ

シ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
記
載
し
て
12
月
３
日（
月
）ま
で
に

会
費
を
添
え
て
担
当
部
署
の
窓
口
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市

新
年
賀
詞
交
歓
会

東
京・下
町
町
工
場  

も
の
づ
く
り
へ
の
挑
戦

〜
下
請
体
質
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
〜

金
属
製
品・機
械
器
具・関
連
業
種
の
商
談
会
で
す
。

発
注
企
業・受
注
希
望
企
業
を
募
集
し
ま
す
！！

ビ
ジ
ネ
ス
の
始
ま
り
は

「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」か
ら
！

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

東
京
商
工
会
議
所

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
0
3-

3
2
8
3-

7
8
0
4

http://w
w
w
.tokyo-cci.or.jp/

hakkutsu/

問合せ

宇
都
宮
商
工
会
議
所　

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

宇
都
宮
市
産
業
政
策
課

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
4
3

う
つ
の
み
や
市
商
工
会

☎
0
2
8-

6
7
3-

1
8
3
0

問合せ

講師の㈱浜野製作所 浜野社長

あいさつをする関口会頭

昨年の交歓会のようす



会員登録
情報の変更
について

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131
社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務所の移動による住所の変更、代表者または
支店長の変更などが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

会 員 情 報 変 更 が あ り ま し た ら ご 一 報 く だ さ い！

1213 November  2018

事
業
承
継
支
援
集
中
期
間
（ 

９ 

～ 

11
月
） を
実
施
中
！

　

当
所
で
は
経
営
者
の
皆
さ
ま
の

事
業
承
継
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
べ

く
、
経
済
産
業
省
か
ら
受
託
し
て
い

る「
栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
は
じ
め
と
し
て
、
事
業
承

継
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
９
〜

11
月
を
事
業
承
継
に
係
る
ご
相
談
の

集
中
実
施
期
間
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

〈
実
施
内
容
〉

①
概
ね
60
歳
以
上
の
事
業
主
の
方

を
対
象
に
、
事
業
承
継
に
係
る
ご
相

談
希
望
の
確
認

②
事
業
承
継
相
談
会
を
開
催（
無
料
）

【
開
催
日
】11
月
15
日（
木
）

【
会
場
】宇
都
宮
商
工
会
議
所（
事
前

予
約
制
）詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
個
別
の
相
談
に
つ
い
て
、
専
門
家

を
派
遣（
原
則
無
料
）

プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
支
援
高
度
化
事
業

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
階
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
世
代
へ
の
経
営
資

源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
す

る
た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委
託
を

受
け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
、
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.11％
（平成30年11月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.11％
（平成30年11月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

　

国
で
は
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

が
可
決
成
立
し
、
建
設
業
に
お
い
て

は
執
行
猶
予
５
年
後
の
、
２
０
２
４

年
４
月
１
日
か
ら
適
用
対
象
と
な
り

ま
す
。
中
小
建
設
経
営
者
と
し
て
、

「
何
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
い
」と
い
う
の
が
現
状
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
所
建
設
部
会
で
は
、
建
設
業
界

の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
働
き

方
改
革
・
人
手
不
足
問
題
に
つ
い
て

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

11
月
28
日（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時

【
会
場
】

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

２
階
大
会
議
室

【
内
容
】

◎
働
き
方
改
革
を
促
進
す
る
た
め
に

は◎
女
性
活
躍
を
含
む
全
員
活
躍（
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
）経
営
と
は

◎
中
小
・
中
堅
建
設
業
に
お
け
る
実

施
事
例

◎
人
材
確
保（
人
手
不
足
）解
決
策

は

【
講
師
】

㈱
タ
ナ
ベ
経
営

大
阪
本
部
副
本
部
長　

竹
内　

健
一
郎 

氏

【
定
員
】50
人（
先
着
順
）

【
費
用
】無
料

【
申
込
】

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
も
し
く
は
本
号
折

り
込
み
チ
ラ
シ
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

建
設
部
会
セ
ミ
ナ
ー

地
域
振
興
部

☎
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2
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問合せ

建
設
業
の
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

長時間労働
の是正？

勤務間
インターバル
制度？ 産業医・

産業保健機能の
強化？



商工会議所共済制度

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます









1415 November  2018

収容人数

申込方法

駐車場

約70人
（教室型）

会議室の貸出概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机などを移動させた場合は、現状復帰する

●予約については、３カ月以内とさせていただきます。
●会議室の空き状況を電話でご確認の上、ご予約ください。
●使用規則・同意書・申込書は、ＦＡＸまたは郵送させていただきますので、
 　電話予約時にお申し出ください。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/kashikaigishitsu/）から
  ダウンロードもできます。
〈申し込み：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

会議室の使用時間・料金（消費税8%込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客さまが
ご利用されますので、駐車できない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工
業

者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講
習

会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な
ど
を
開

催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
議
室

の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

　

約
70
人
収
容（
教
室
型
）で
、
テ
ー

ブ
ル
、
イ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
今
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す

い
会
議
室
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
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問合せ

会
議
室
の
貸
出
　

約７０人収容（教室型）の貸会議室

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

11月の
ふれあい共済等
口座振替日

11月22日（木）

　白餡に栃木県産のレモン
の果肉を合わせたさっぱりと
した餡を、栃木県産小麦を
使用した生地でしっかりと包
み焼き上げました。

㈲髙林堂

雷様の
おやつレモン

　宇都宮産の有精卵を使用し、
黒砂糖ベースに胡麻をおりまぜ、
自然の材料を生かした芳しいサ
ブレです。
　まろやかな甘みも加えてお子
さまにも安心して召し上がってい
ただけます。

㈱雅洞

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 11月13日（火）、12月11日（火）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 11月16日（金）　午後１時３０分～４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部 

共
済
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
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〈
定
期
保
険

 （
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ

　

当
所
で
は
、９
月
18
日（
火
）か

ら
11
月
30
日（
金
）に
か
け
て
、定

期
保
険（
団
体
型
）の
引
受
会
社
で

あ
る
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
共
同

で
、ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉

制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制

度
は
、経
営
者
・
役
員
の
皆
さ
ま
の

保
障
や
退
職
金
準
備
金
の
ほ
か
、

入
院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
さ
ま

ざ
ま
な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す

る
も
の
で
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、会
員
の

皆
さ
ま
に
制
度
の
内
容
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、当
所
職
員
と
ア

ク
サ
生
命
保
険
㈱
の
社
員
が
ご
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

だ
き
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
い

た
だ
い
た
方
に
は「
雷
都
物
語『
黒
糖

ご
ま
サ
ブ
レ
』」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

お
願
い
し
ま
す
。

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ
生

命
で
運
営
し
て
い
る
組
織
で
す
。

　

な
お
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

保
険
や
共
済
を
ご
成
約
い
た
だ
い

た
方
に
は「
雷
都
物
語『
雷
様
の
お

や
つ
レ
モ
ン
』」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　

ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

「
保
険
証
券
確
認
」を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険
内
容

が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど
う

か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

の
社
員
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す

黒糖ごまサブレ



〈所在地〉 
宇都宮市江曽島町1096-1
☎6028-666-8822
https://www.i-garage-kclub.com

会員情報局

6,043

6,043 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp

宇都宮市本町10-3 TSビル

随想舎有限会社

19,678宇都宮商工会議所管内の事業所数
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種　スマートフォン・ゲーム機修理、
コワーキングスペース 代表  須藤  和哉さん

Gadget clinic 
宇都宮江曽島店

コ
ー
ラ
ス
に
気
付
く
入
歯
の
緩
み
な
ど

来
年
の
秋
刀
魚
心
配
し
て
食
べ
る

救
急
車
団
地
の
窓
が
み
ん
な
開
く

妻
も
子
も
忘
れ
て
今
日
の
登
山
靴

夜
の
長
さ
く
ら
し
の
か
か
る
ミ
シ
ン
踏
む

来
年
の
話
と
な
っ
て
秋
も
更
け

す
ぐ
乾
く
涙
で
女
武
装
す
る

秋
の
陽
へ
商
店
街
は
売
り
急
ぎ

巣
の
中
で
重
さ
を
計
る
蜘
蛛
の
糸

お
彼
岸
の
一
夜
明
け
る
と
秋
の
空

伊
藤　

王
子

鈴
木　
　

茂

田
中　

文
子

柏
村
久
美
子

髙
田　

武
子

福
田　
　

弘

福
士
美
枝
子

田
崎　

武
一

中
里　

三
郎

西
宮　
　

久
（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
254
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
老
い
る
順
序
を
思
い
出
し
つ
つ
。

〈
評
〉
不
漁
の
ニ
ュ
ー
ス
続
く
北
海
。

〈
評
〉
点
い
た
通
り
に
消
え
て
行
く
窓
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「藤原秀郷－源平と並ぶ名門武士団の成立」
12月9日（日）まで
中世東国武士の祖とされる藤原秀郷の足跡と源平と並ぶ名門武士
団である秀郷流藤原氏について紹介。11月11日（日）には記念講
演会を開催。（同館パンフレットより）
一般=250円／大・高生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「松本哲男 地球画譜（仮称）」
11月23日（金・祝）～12月28日（金）
　地球を割いてとどろきを上げる巨大瀑布。いにしえの手ざわりが
残る古代遺跡。大画面に広大な空間と時間を描き出し、日本画の
世界に独自の地位を築いた。2012年に急逝した松本の創造の道
程をたどる。（同館HPより）
一般=600円／大高生=400円／小中学生=200円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「吉川龍生展」
12月24日（月・祝）まで
　下都賀郡桑村（現小山市）羽川に生まれた古川龍生（1893～
1968）は、酒脱な線と繊細な色彩を重ねた木版画で詩情あふれる
世界を創りだした。没後50年にあたっての回顧展。
（同館Hパンフレットより）
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
H
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉 

過
剰
な
返
礼
品
競
走
で
当
初
の
趣
旨
が
曲
げ
ら
れ
る
事
例
が
多
く
な
り
、見
直
し
の
機
運
も

1.
2.
3.
4.
6.
9.
10.
12.
14.
15.
17.
19.
20.
22.

1.
5.
7.
8.
10.
11.
12.
13.
15.
16.
18.
20.
21.
23.
24.

冬の風雪を防ぐために家や植物のまわりに作ります
時代劇で戦いの立ち回りの型を指導する人。「殺陣師」
「彼の卒論は他人からの○○○○が多すぎで合格点はダメだ」などと
「入るべき要件が不備で契約は○○○になった」などと
関西ではつぶあんで作った汁粉をこう言いますね
茂木町にあるレース場「○○○○○○もてぎ」
仮想通貨のひとつ。不正アクセスで大量流出が頻繁に
常緑樹の植物。アカ○○、クロ○○、ゴヨウ○○、ハイ○○
よく言います。「無くて七○○、有って四十八○○」
校庭や広場などで多くの人が並んで文字の形をつくること
「月」を古代東国ではこうとも呼んでいました。「○○夜」「○○読み」などと
やかん、湯わかし器などを英語で言うと？
それとなく物事を示し教えること。「○○に富む」などと
猟狩用の矢。戦闘用の征矢（そや）より粗略に作られたもの

「○○○○○で働いた上にサービス残業まで！」労働者の嘆きが……
よく言われます。「○○は万病のもと」くれぐれも注意を
石や木などの印材に文字を彫ること
飛騨の白川郷や富山の五箇山地方の民家に見られる「○○○○○造り」
日本語では「入国査証」。これなしで入国できる国もあります
大型の淡水魚。○○こくや○○のあらいの食用に。また観賞用としても人気
最年少で野球殿堂入りした○○○秀喜さん
万年筆やペン書き用のアイテム。最近は「ご当地○○○」も人気です
「三遊間をきれいに抜けて行ったクリーン○○○」などと
機械装置などを再び始動状態に戻すこと。「人生を○○○○したい」などとも
古木、岩石や湿地などによく生えている植物
鉛筆のまん中に入っています。
芥川龍之介の短編小説のひとつ。これを伝って極楽目指すも……
ことわざ「○○○策におぼれる」
部門、種類などを言うフランス語

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
11
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
に
直
木
賞
を
受
賞
し
た

女
流
作
家
に
よ
る
、
浮
世
絵
師
・
葛
飾

北
斎
の
娘
・
お
栄（
葛
飾
応
為
）が
主
人

公
の
長
編
小
説
で
す
。
本
作
も
中
山
義

秀
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
応
為

は
父
の
画
業
を
助
け
な
が
ら
、
自
ら
も

絵
師
と
し
て
優
れ
た
作
品
を
残
し
ま
し

た
が
、そ
の
生
涯
は
生
没
年
さ
え
不
明
、

謎
に
包
ま
れ
た
女
性
で
す
。
作
者
は
数

少
な
い
資
料
を
た
ん
ね
ん
に
調
べ
あ
げ
、

江
戸
っ
子
ら
し
く
気
が
強
い一
方
で
情
け

の
深
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
り
上
げ
て

い
ま
す
。
兄
弟
子
と
の
叶
わ
ぬ
恋
や
母

親
と
の
確
執
な
ど
の
挿
話
は
、
い
わ
ゆ

る
人
情
話
の
色
合
い
が
濃
い
も
の
で
す

が
、
小
説
全
体
を
主
人
公
の「
絵
を
描

く
こ
と
へ
の
想
い
」が
貫
い
て
お
り
、
そ

れ
が
こ
の
作
品
を
、
い
わ
ゆ
る「
時
代

小
説
」の
定
型
を
超
え
た
も
の
に
し
て

い
ま
す
。

『
眩（
く
ら
ら
）』

朝
井
　
ま
か
て［
著
］

新
潮
文
庫

７
１
０
円
＋
税

　

今
年
で
開
業
７
年
目
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
修
理
店
の
ガ

ジ
ェ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
申
し

ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
修
理
は

も
ち
ろ
ん
、
県
内
で
は
初
と
な

る
ｉ
Ｑ
Ｏ
Ｓ（
ア
イ
コ
ス
）の
修

理
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

時
代
と
共
に
常
に
さ

ま
ざ
ま
な
新
機
種
、
新

商
品
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ

ま
す
。

　

新
し
い
機
種
に
買
い

換
え
る
事
も
良
い
で
す

が
、
世
界
か
ら
見
た
日

本
独
特
の
言
葉『
も
っ

た
い
な
い
』を
大
切
に

し
、
修
理
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
し
て
、
大
切
に
長
く
使

用
す
る
事
も
エ
コ
へ
繋
が
る
第 

一
歩
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
は
そ
の
ま
ま
不
良
箇

所
の
み
即
日
で
修
理
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な『
物
』を
長

く
大
切
に
使
用
す
る
た
め
の
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
宇
都
宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、

本
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
宗
教
・
政
治
団
体
、
教
科
書
・
教

材
会
社
、
学
習
塾
、
私
立
学
校
な
ど

か
ら
の
寄
附
受
け
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
で
は
、

市
内
小
中
学
校
で
使
う
物
品（
企
業

名
掲
載
）の
寄
附
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
企
業
か
ら
物
品
の
寄
附
を
受

け
、
保
護
者
や
地
域
住
民
あ
て
の
通

知
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
寄
附

団
体
に
は
市
長
か
ら
感
謝
状
等
を

贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員

会
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

企
業
名
を
周
知
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
本
制
度
は
、「
宇
都
宮
ま
ち
づ

く
り
貢
献
企
業　

認
証
制
度
」に
お

け
る
取
り
組
み
の
１
つ
に
該
当
し

ま
す
。

【
募
集
物
品
】

用
紙
・
封
筒
な
ど

※
そ
の
他
の
物
品
も
可
能
で
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
企
業
名
等
の
掲
載 

掲
載
で
き
る
企
業
名
等
の
範
囲
は
、

事
業
者
名
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
お
よ
び
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と

し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

寄
附
物
品
申
込
書（
様
式
第
１
号　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
あ
り
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
企
業
名
等
掲

載
物
品
仕
様
書
、
物
品
見
本
を
添

付
の
う
え
、
宇
都
宮
市
教
育
委
員

会
教
育
企
画
課
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。（
郵
送
可
） 宇

都
宮
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

企
業
名
を
掲
載
し
た
物
品
の
寄
附
を
募
集
し
て
い
ま
す 

〜
学
校
応
援
制
度
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
〜

平成２９年度からの
寄附物品の一部

平成30年５月に開催された感謝状贈呈式の様子

問合せ

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
事
務
局　

教
育
企
画
課

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
7
0
4

e-m
ail

：u4612@
city.utsunom

iya.
tochigi.jp

※
「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
認
証

制
度
」
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推

進
協
議
会
事
務
局
：
☎
０
２
８-

６
３
２-

２
４
３
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 検索学校応援制度
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十
一
月
十
七
日（
土
）

報
徳
二
宮
神
社
例
大
祭（
日
光
市
今
市
）

　

学
問
の
神
様
と
崇
敬
さ
れ
、
日
光
神
領
の

復
興
に
心
血
を
注
い
だ
二
宮
尊
徳（
金
次
郎
）

の
命
日
に
因
ん
で
行
わ
れ
る
例
大
祭
。
の
ど

自
慢
大
会
や
ミ
ニ
バ
ザ
ー
も
。

十
一
月
十
七
日（
土
）

鷲
子
山
の
夜
祭
り（
那
珂
川
町
馬
頭
）

　

栃
木
、
茨
城
県
境
に
あ
る
古
社
鷲
子
山
上

神
社
で
行
わ
れ
る
秋
の
大
祭
。
夕
方
五
時
半

こ
ろ
か
ら
、
古
式
神
事
に
の
っ
取
り
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
る
。

十
一
月
二
十
三
日（
金
・
勤
労
感
謝
の
日
）

～
二
十
四
日（
土
）

羽
黒
山
梵
天
祭（
宇
都
宮
市
今
里
）

　

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
願
っ
て
長
さ

十
七
メ
ー
ト
ル
の
梵
天
が
奉
納
さ
れ
る
。
沿

道
に
は
露
店
が
軒
を
連
ね
、
名
物
の
ユ
ズ
が

売
ら
れ
る
。

十
一
月
二
十
五
日（
日
）

生
岡
神
社
子
供
強
飯
式（
日
光
市
日
光
）

　

日
光
市
七
里
の
鎮
守
生
岡
神
社
で
行
わ
れ

る
古
式
神
事
。
子
ど
も
が
主
役
で
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら「
子
供
強
飯
式
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

無
病
息
災
、
豊
作
を
祈
る
伝
統
行
事
で
あ
る
。

十
二
月
三
日（
月
）

野
木
神
社
提
灯
も
み
祭
り（
野
木
町
）

　

夜
七
時
か
ら
神
社
参
道
に
、
町
内
ご
と
に

よ
し
ず
小
屋
を
建
て
、
子
ど
も
た
ち
が
甘
酒

を
飲
む
。
ま
た
、
竹
竿
の
先
に
提
灯
を
つ
け
、

ぶ
つ
か
り
あ
う
神
事
が
行
わ
れ
る
。
神
楽
奉

納
も
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
員  

柏
村  

祐
司

第25 回
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（写真提供：宇都宮伝統文化連絡協議会編・著
『うつのみやの伝統文化』より）

　

明
治
新
政
府
は
欧
米
諸
国
に
追

い
つ
け
追
い
越
せ
を
合
言
葉
に
富

国
強
兵
政
策
を
掲
げ
、
殖
産
興

業
を
図
っ
た
。
そ
の
先
駆
け
を
な

し
、
明
治
初
期
の
輸
出
産
業
に
大

い
に
貢
献
し
た
製
糸
場
が
宇
都
宮

に
あ
っ
た
。
大お

お
し
ま嶹

商
舎
に
よ
る
製

糸
工
場
で
あ
る
。

　

大
嶹
商
舎
が
置
か
れ
た
の
は
、

旧
河
内
郡
石
井
村
大
嶹
で
あ
り
、

創
設
等
に
関
わ
っ
た
の
は
、
川
村
迂う

叟そ
う

、
子
の
伝つ

た

衛え

等
で
あ
る
。
迂
叟

は
江
戸
の
豪
商
で
、
宇
都
宮
藩
主

戸
田
家
の「
山
陵
修
補
」の
際
、
資

金
を
無
利
息
で
融
資
し
援
助
し
、

そ
れ
に
よ
り
戸
田
家
か
ら
、
禄

五
百
石
を
贈
ら
れ
、
塩
原
村
・
船

生
村
・
石
井
村
・
桑
島
村
・
汗

ふ
ざ
か
し
む
ら村 

一
円
が
川
村
家
の
所
管
と
な
っ
た
。

　

五
百
石
を
得
た
川
村
家
で
は
、

桑
園
開
拓
に
乗
り
出
し
た
。
迂
叟

に
よ
る
慶
応
年
間
の
石
井
村
の
開

拓
か
ら
始
ま
り
、
明
治
二
年
の
伝

衛
に
よ
る
石
井
村
大
嶹
お
よ
び
東

汗
村
開
拓
を
は
じ
め
明
治
七
年
の

鐺こ
て
や
ま山

村
字
西
川
原
開
拓
に
続
く
。

開
拓
し
た
桑
園
の
総
面
積
は
お
お

よ
そ
七
十
五
町
歩（
約
七
五
㌶
）に

お
よ
ん
だ
。

　

川
村
家
の
開
拓
は
、
桑
園
の
設

置
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
明

治
三
年
に
蚕
室
二
棟
を
建
設
し
た

の
を
皮
切
り
に
、
明
治
四
年
四
月

に
は
製
糸
試
験
場
と
蚕
室
一 

棟
を

建
設
し
た
。
こ
の
製
糸
試
験
場
は
、

通
称
石
井
製
糸
所
と
呼
ば
れ
、
欧

州
の
器
械
を
模
し
、
人
力
で
は
あ
っ

た
が
、
初
め
て
製
糸
用
の
器
械
が
工

場
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
製

糸
所
の
規
模
は
、
繭
か
ら
糸
を
紡

ぎ
出
す
糸
釜
十
二
基
、
工
女
十
五

人
、
男
工
三
人
、
製
糸
機
二
十
二

で
あ
る
。
工
女
は
先
に
前
橋
製
糸

所
に
派
遣
し
技
術
を
習
得
さ
せ
た
。

　

迂
叟
が
目
指
し
た
の
は
、
輸
出

用
生
糸
の
一
環
生
産
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
大
嶹
商
舎
は
、
次
々
と

新
し
い
施
設
、
機
械
を
導
入
し
、

工
女
を
増
員
す
る
と
と
も
に
技
術

指
導
を
徹
底
す
る
な
ど
工
場
の
近

代
化
を
進
め
た
。
明
治
六
年
に
は

蚕
室
二
棟
、
貯
桑
庫
一
棟
を
設
置
。

明
治
七
年
に
は
製
糸
所
一
棟
を
増

築
す
る
と
と
も
に
水
車
を
動
力
源

と
し
た
四
十
八
の
双
繰
車
を
導
入
、

工
女
九
十
人
、
男
工
二
十
三
人
に

増
員
、
年
間
三
、七
八
六
斤
余（
二
、

二
七
二
㌔
㌘
）の
生
糸
を
製
造
。
明

治
十
年
に
は
蒸
気
釜
、
明
治
十
三

年
に
は
蒸
気
汽
鑵
を
設
置
。
ま
た
、

明
治
九
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
有
名

な
製
糸
家
夫
婦
を
招
き
、
最
新
の

技
術
指
導
を
仰
い
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
近
代
化
の
結
果
、
大

嶹
商
舎
の
生
糸
は
、
国
内
外
か
ら

注
目
を
浴
び
た
。
明
治
九
年
に
は

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
の
万
国
博
覧

会
、
明
治
十
年
に
は
わ
が
国
の
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
、
明
治
十
一

年
に
は
パ
リ
大
博
覧
会
に
生
糸
を

出
品
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
牌
・
賞
状
を

得
、
製
糸
技
術
の
高
さ
を
世
に
示

し
た
。

　

こ
の
他
、
大
嶹
商
舎
で
特
筆
す

べ
き
は
、
工
女
を
大
事
に
扱
っ
た
こ

と
で
あ
る
。「
大
嶹
商
舎
製
糸
所

定
期
修
行
工
女
規
則
」等
に
則
り
、

工
女
に
過
剰
労
働
・
低
賃
金
を
強

い
る
こ
と
な
く
、
福
利
厚
生
に
も

配
慮
し
、
年
少
の
工
女
に
は
裁
縫
・

読
書
・
算
術
等
の
教
育
お
よ
び
医

員
を
常
置
し
病
気
の
際
に
は
治
療

を
す
る
等
を
実
施
し
た
。
前
述
の

規
則
に「
工
女
ノ
奮
励
ニ
係
ル
モ
ノ

最
モ
多
シ
ト
云
エ
シ
」と
あ
る
が
、

工
女
の
労
力
を
高
く
評
価
し
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
大
嶹
商
舎
で
は
あ
っ
た

が
、
明
治
三
十
三
年
川
村
家
が
開

設
し
た
第
三
十
三
国
立
銀
行
の
経
営

悪
化
に
伴
い
、
経
営
が
他
に
譲
渡
さ

れ
た
。
大
正
四
年
に
は
工
場
が
閉
鎖

さ
れ
、
施
設
は
富
岡
製
糸
工
場
に
移

さ
れ
幕
を
閉
じ
た
。
わ
ず
か
五
十

年
間
の
創
業
で
あ
っ
た
が
、
迂
叟
が

目
指
し
た
創
業
の
理
念
は
、
色
褪
せ

る
こ
と
な
く
現
在
に
も
通
じ
る
。

「
近
代
工
業
の
先
駆
け・

 

大
嶹
商
舎
の
器
械
製
糸
工
場
」

明治42（1909）年発行（5万分の1地形図）

大嶹商舎全景（栃木県立博物館所蔵）　
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池上町商店街
宇都宮駅ビルパセオ
宇都宮オリオン通り商店街振興組合
宇都宮餃子館
宇都宮パルコ
宇都宮ブリッツェン
宇都宮ユニオン通り商店街振興組合
宇都宮雷都物語メーカー協議会
㈱オータニ
オリオン通り曲師町商業協同組合

㈱かましん
㈱たいらや
東武宇都宮百貨店
東武馬車道通り商店街振興組合
栃木ＳＣ
日光金谷ホテル
バンバ通り商店街
日野町商店街振興組合
㈱福田屋百貨店
リンク栃木ブレックス

㈱ミツトヨ宇都宮事業所
キリンビール㈱栃木支社
サントリー酒類㈱関東支店
協同組合宇都宮餃子会
㈱関口
㈱ミツトヨフーズ
アクサ生命保険㈱宇都宮支社
㈱足利銀行
㈱上野楽器
宇都宮アンテナショップ「宮カフェ」運営共同事業体
宇都宮カクテル倶楽部
宇都宮ケーブルテレビ㈱
㈱Ｓ＆Ｙ
斎藤商事㈱
㈱下野新聞社
㈱東京インテリア家具
㈱東武宇都宮百貨店
トヨタカローラ栃木㈱
㈱ニッカネ
藤井産業㈱　
フタバ食品㈱

（公財）仏教伝道協会
㈲矢古宇建設
㈱横倉本店
宇都宮オリオン通り商店街振興組合
㈱南大門ホールディングス
野村證券㈱宇都宮支店
宮の市(商業祭)実行委員会
アド・エイディアイ
㈱アイバ
㈱アオショー
㈱アコースティック
アサヒタクシー㈱
㈱アトムエンジニアリング
㈱安藤設計
イシカワ技研㈱
五十二電気工事㈱
上野文具㈱
㈱宇都宮伊澤屋
(一社）宇都宮建設業協会
宇都宮市商店街連盟
宇都宮ジャズ協会
宇都宮ステーション開発㈱
宇都宮雷都物語メーカー協議会

㈱エフエム栃木
ＭＳ栃木㈱
㈲大礒開発
㈱オータニ
大矢商事㈱
オリオン通り曲師町商業協同組合
風見鶏（鳥貞㈲）
㈱雅洞
㈱かましん　
川村公認会計士事務所
環境整備㈱
㈱ケイエムシー
㈲髙林堂
コクヨ北関東販売㈱
㈱五光宇都宮店
㈱酒井建築設計事務所
(一社）情報の森
上陽工業㈱
㈲随想舎
鈴運メンテック㈱
損害保険ジャパン日本興亜㈱
第一測工㈱
㈱太陽警備保障
㈱たいらや
東栄設備工業㈱
東京海上日動火災保険㈱
㈲東武
東野タクシー㈱
㈱栃木銀行
とちぎんＴＴ証券㈱
仲田総業㈱
日東燃機工業㈱
㈱日本旅行宇都宮支店
JAZZ CAFE NOIR
パスキン工業㈱
㈱ビッグツリー
㈱フカサワ
マ・マーマカロニ㈱
宮ビルサービス㈱
ミヤラジ
村田発條㈱
レオン自動機㈱

第23回「宮の市（商業祭）」
ＭＩＹＡ ＪＡＺＺ ＩＮＮ 2018

（11月3日（土）～4日（日））

ご協賛いただき、誠にありがとうございました。
宮の市（商業祭）実行委員会

ミヤ・ジャズ推進協議会

第23回
「宮の市（商業祭）」

（敬称略・順不同）

（敬称略・五十音順）

協賛企業・団体一覧 協賛企業・団体一覧

各会場で総勢６６組のバンドが華麗な演奏（ミヤ・ジャズイン）

バンバ通りでは多くの人出でにぎわいました「宮の市（商業祭）」

　

仕
事
上
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
え
ば
、
対
面
に
よ
る
も
の
の
ほ
か

に
、
電
話
や
手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
そ
れ
に
最
近
で
は
社
内
外
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
迅
速
に
や
り
と
り
が

で
き
る
た
め
、
便
利
で
効
率
的
、
か

つ
親
し
く
な
り
や
す
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
い
え
ま
す
。
半
面
、

う
っ
か
り
使
い
方
を
誤
る
と
、
人
間

関
係
に
ヒ
ビ
が
入
る
だ
け
で
な
く
、

企
業
の
信
用
を
失
い
、
甚
大
な
損
害

を
被
る
事
態
に
ま
で
発
展
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
社
内
外

で
使
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
当
然
な
が
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

関
す
る
社
内
規
定
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
厳
守
を
。
例
え
ば
、「
業
務
時

間
中
は
利
用
し
な
い
」
と
い
う
規
定

が
あ
る
な
ら
ば
、
利
用
は
休
み
時
間

や
就
業
時
間
後
に
限
定
し
ま
す
。
た

だ
し
、
社
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
、メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
や
グ
ル
ー
プ
機
能
な
ど
、

業
務
上
許
可
さ
れ
て
い
る
も
の
は
使

用
し
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
一
般
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
よ
く
見
受
け

ら
れ
る
の
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
発
言
や

批
判
の
応
酬
で
す
。
顔
を
見
な
い
で

や
り
と
り
が
行
わ
れ
る
分
、
遠
慮
が

な
く
、
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
が
ち
で
す
。

社
内
外
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て
も
、
投

稿
す
る
内
容
や
言
葉
遣
い
な
ど
に
は

十
分
に
注
意
し
、
相
手
を
傷
つ
け
た

り
、
い
わ
ゆ
る
「
炎
上
」
の
よ
う
な

事
態
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

他
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
へ
リ
ン
ク
を

作
成
す
る
「
タ
グ
付
け
」
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
楽
し
い
機
能
の
一
つ
で
す
が
、
中
に

は
タ
グ
付
け
さ
れ
た
く
な
い
人
が
い
る

こ
と
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
す
。
取

引
先
の
商
品
情
報
や
写
真
を
善
か
れ

と
思
って
勝
手
に
タ
グ
付
け
し
て
し
ま

い
、
損
害
賠
償
請
求
を
起
こ
さ
れ
た

ケ
ー
ス
も
実
際
に
あ
る
そ
う
で
す
。

タ
グ
付
け
す
る
場
合
は
必
ず
先
方
に

許
可
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
相
手
が
社

内
の
人
の
場
合
で
も
、
勝
手
な
タ
グ

付
け
は
Ｎ
Ｇ
で
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
付
け
る
イ
ラ
ス
ト
、

「
ス
タ
ン
プ
」
も
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
楽
し

い
ツ
ー
ル
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン

に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
使
わ
な
い
の

が
マ
ナ
ー
で
す
。
立
場
的
に
上
の
相

手
か
ら
ス
タ
ン
プ
が
送
ら
れ
、
ど
の
よ

う
に
返
答
す
べ
き
か
困
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
か
た
く
な
に
真
面
目
な
文

面
だ
け
を
返
し
続
け
る
の
も
つ
れ
な

い
印
象
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も
ビ
ジ

ネ
ス
上
の
や
り
と
り
で
す
。
ス
タ
ン
プ

の
代
わ
り
に
「
！
」
や
「
♪
」
と
いっ

た
記
号
を
使
う
な
ど
、
工
夫
が
必
要

で
す
。
部
下
や
後
輩
を
持
つ
人
は
、

親
し
み
を
込
め
た
つ
も
り
の
ス
タ
ン
プ

が
、
相
手
を
困
ら
せ
て
い
な
い
か
想

像
力
を
働
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
目
的
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
。
相
手
の
事
情
を
優
先
す
べ
き

で
、事
前
の
許
可
な
く
「
友
達
申
請
」

を
し
な
い
よ
う
に
。
ま
た
、
友
達
申

請
を
受
け
た
と
き
、
自
分
自
身
、
社

内
外
の
人
た
ち
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
り

た
く
な
い
場
合
は
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
の
利
用
の
み
で
、
仕
事
用
に
あ
ま

り
使
い
こ
な
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
な
ど
と

謝
罪
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
お
断
り

し
ま
す
。

　

当
日
の
遅
刻
や
欠
勤
な
ど
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
連
絡
だ
け
で
済
ま
せ
る
の

は
マ
ナ
ー
違
反
で
す
。
当
日
の
連
絡

は
、
必
ず
電
話
で
伝
え
ま
す
。
そ
し

て
後
日
、
必
ず
対
面
で
事
情
説
明
や

謝
罪
を
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、

電
話
や
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
同
様
に
、

あ
く
ま
で
も
補
助
的
な
ツ
ー
ル
と
し

て
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

昨年の様子

　人財育成ト㆑ーナー・ビジネスマナー講
師。大学卒業後、日系および外資系航空
会社にて国際線客室乗務員として17年間
勤務。現在は、人財育成ト㆑ーナーとして接
遇サービス、対人コミュニケーションについ
ての講演・研修を企業や団体にて行う。客
室乗務員時代に身につけたファーストクラス
仕様のサービスを元にした、ユニークな研修
が好評を博す。年間１８０回以上の研修と
講演をこなす。著書に、『ファーストクラスに
乗る人のシンプルな習慣』『15秒で口説くエ
㆑ベーターピッチの達人』などがある。

美月  あきこ ／みづき  あきこ

知って得する
ビジネス
マナー

Business
Manner

ビ
ジ
ネ
ス
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う
と
き
の
留
意
点

人
財
育
成
ト
レ
ー
ナ
ー  

美
月 

あ
き
こ



キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　MITO

11月
September

MAEBASHI
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　今月は、特集１で通称「働き方改革関連法」
と栃木県における「働き方改革」支援体制につ
いて、特集２で「食品表示法の改正」について、
法律（改正）の内容を中心に、中小企業が対応
すべき期限とともに紹介しました。働き方改革の内容は
もちろん、食品表示も関連事業者でなくとも一消費者と
して大変参考になりますので、ぜひ、ご一読いただきた
い内容です。
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現
在
の
一
般
的
な
和
食
の
朝

食
は
、
黄
門
様
が
食
べ
て
い
た

朝
の
膳
が
原
型
と
も
言
え
ま
す
。

黄
門
様
は
、
食
の
思
想
と
し
て

「
医
食
同
源
」に
基
づ
い
た
健
康

的
な
食
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
。

黄
門
様
が
当
時
好
ん
で
食
さ
れ

て
い
た
料
理
の
中
か
ら
、
季
節

に
応
じ
た
数
品
を
、
現
在
の
食

材
・
料
理
で
水
戸
ら
し
い
朝
ご

は
ん「
黄
門
朝
御
膳
」（
※
朝
食

バ
イ
キ
ン
グ
で
は「
黄
門
朝
御
膳

コ
ー
ナ
ー
」）と
し
て
市
内
の
一

部
の
飲
食
店
・
ホ
テ
ル
な
ど
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

　

日
本
夜
景
遺
産
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
部
門
に
認
定
さ
れ
た

ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
。〝
妖
精
た
ち
の
楽
園
〟
を

テ
ー
マ
に
、
1
0
0
万
球
以

上
の
L
E
D
を
使
っ
た
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
と
園
内
中
央
に
あ
る
高

さ
18
m
の
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
が
ス

ク
リ
ー
ン
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
観
賞
で

き
る
他
、
展
望
台
か
ら
の
関
東

平
野
の
夜
景
や
水
上
で
の
レ
ー

ザ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
の
マ
ル
チ
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー

も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店

が
整
備
さ
れ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
限
定
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

黄門様のまち みとの朝ごはん
「黄門朝御膳」

ぐんまフラワーパーク
イルミネーションフェスタ「妖精たちの楽園」

開催期間／平成30年11月3日（土）～平成31年1月14日（祝・月）
開催時間／日没後 ～ 21：00 （最終入園は20：30）　※12月31日のみ20：00閉園

会場／カネコ種苗ぐんまフラワーパーク（前橋市柏倉町2471-7）
入場料金／大人600円〈中学生以下無料〉　電球数／LED100万球　

お問合せ／☎027-283-8189　FAX027-283-8389
【イベント】 妖精の大魔法花火 11月24日（土）  約3,000発 

時間／19：30～　場所／太陽の広場

問合せ／水戸商工会議所 振興部 産業振興課
☎029-224-3315

URL／https://mito.inetcci.or.jp/gozen/index.html

９
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
30（
２
０
１
８
）年
度

「
第
１
回
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表

会
」で
発
表
し
た
各
社
と
商
品
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
今
回
は
株
式
会
社
Ｃｒｏｗ
Ｌａ
ｂ（
ク

ロ
ウ
ラ
ボ
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

被害の多い都会の
カラスをみごとに撃退

合同プレス発表会で発表する塚原社長

株式会社
CrowLab

（クロウラボ）

　

宇
都
宮
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
、
㈱
Ｃ
ｒ
ｏ
ｗ
Ｌ
ａ
ｂ
の
塚

原
直
樹
社
長
は
、「
カ
ラ
ス
の
先

生
」と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
も
登
場

す
る
杉
田
昭
栄
先
生
の
下
で
、
カ

ラ
ス
の
研
究
に
力
を
注
い
で
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
を
も
と
に
開
発

し
た
の
が
、
ご
み
集
積
所
で
の
カ

ラ
ス
に
よ
る
ご
み
荒
ら
し
防
止
装

置「Crow
Controller

」で
す
。

　

こ
の
機
械
の
中
に
は
、
カ
ラ
ス

が
外
敵
に
襲
わ
れ
た
時
に
発
す
る

声
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
セ
ン
サ
ー
が
カ
ラ
ス
の
接

近
に
反
応
し
、
そ
の
音
を
再
生
し

ま
す
。
近
づ
こ
う
と
し
た
カ
ラ
ス

は
、
そ
れ
を
仲
間
が
発
し
た
警
戒

の
声
と
思
い
、
近
づ
く
の
を
や
め

飛
び
去
り
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
の
研
究
を
16
年
以
上

行
っ
て
き
た
塚
原
社
長
は「
カ
ラ

ス
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
発
達
し
た
、
賢
い
生
き
物
。
仲

間
の
警
告
の
声
を
き
ち
ん
と
理
解

で
き
ま
す
か
ら
、
機
械
の
効
果
が

出
る
の
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

実
際
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
音

を
聞
か
せ
て
も
ら
う
と
、
お
な
じ

み
の
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
が
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
音
量

は
意
外
に
小
さ
い
の
で
す
が
、
こ

れ
も
研
究
の
成
果
。
カ
ラ
ス
が
音

に
慣
れ
て
し
ま
う
と
効
果
が
な
く

な
る
の
で
、あ
え
て
音
量
を
絞
り
、

近
く
に
来
た
カ
ラ
ス
だ
け
に
聞
こ

え
る
よ
う
に
し
て
あ
る
の
だ
そ
う

で
す
。

　

実
際
に
ご
み
集
積
場
で
実
験
的

に
使
用
し
た
動
画
を
見
る
と
、
音

が
出
た
瞬
間
に
カ
ラ
ス
が
動
き
を

止
め
、
周
囲
を
し
ば
ら
く
観
察
し

た
の
ち
に
逃
げ
去
る
様
子
が
、
は
っ

き
り
映
っ
て
い
ま
す
。
実
証
実
験

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
自
治

会
の
評
価
も
高
い
そ
う
で
す
。

　

こ
の
号
が
出
る
頃
に
は
正
式
発

売
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

当
面
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
直

販
で
す
が
、
今
後
販
路
も
検
討
し

て
い
く
と
の
こ
と
。
ま
た
、
家
畜

や
果
樹
の
被
害
用
の
製
品
も
研
究

中
で
、
こ
ち
ら
は
複
数
台
を
シ
ン

ク
ロ
さ
せ
て
広
範
囲
に
対
応
で
き

る
も
の
と
な
る
よ
う
で
す
。
開
発

費
用
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
単
３
電
池
４
本
で
、
平
均
し

て
１
カ
月
く
ら
い
は
稼
働
で
き
ま

す
か
ら
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

わ
ず
か
で
す
。
音
量
も
小
さ
い
の

で
、
住
宅
地
で
の
利
用
も
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
自
治
会
や
商
店
街
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
」

株式会社CrowLab ☎028-614-3690   http://crowlab.co.jp宇都宮市中央3-1-4栃木県産業会館３階

㈱CrowLab
代表取締役　塚原直樹さん

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

黄門朝御膳

※
会
場
は
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

く
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

収
支
お
よ
び
決
算
書
の
作
成
方
法
や

そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
説
明
会
で
は
、
来
年
10
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
等
の
説
明
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は
、

当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
。 平

成
30
年
分
決
算
説
明
会

問合せ

宇
都
宮
税
務
署 

個
人
課
税
第
一
部
門

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
1
5
1

（
代
表
：
自
動
音
声
案
内
）

自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
お
選
び

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.nta.go.jp

※
年
末
調
整
関
係
用
紙
等
の
送
付
枚
数

は
一
定
枚
数
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

不
足
が
あ
る
場
合
に
は
、
説
明
会
会
場

ま
た
は
税
務
署
の
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
末
調
整
関
係
の

用
紙
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

宇
都
宮
市
文
化
会
館（
所
在
地
は
前
掲
）

【
開
催
時
間
】

◎
両
日
と
も

午
後
3
時
40
分
～
4
時
40
分

　

平
成
30
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
開
催
日
お
よ
び
会
場
】

◎
11
月
20
日（
火
）

河
内
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
中
岡
本
3
2
2
1
-4
）

◎
11
月
22
日（
木
）

宇
都
宮
市
文
化
会
館

（
宇
都
宮
市
明
保
野
町
７-

66
）

【
開
催
時
間
】

◎
両
日
と
も

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※「
年
末
調
整
の
し
か
た
」と「
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成

と
提
出
の
手
引
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

事
業
者
の
方
を
対
象
に
、
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の
方
に
関

係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
お
よ
び
会
場
】

◎
11
月
20
日（
火
）

河
内
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
（
所
在
地
は

前
掲
）

◎
11
月
22
日（
木
）

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
さ
ま
へ

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

問合せ

宇
都
宮
税
務
署 

法
人
課
税
第
二
部
門

☎
0
2
8-
6
2
1-

2
1
5
1

（
代
表
：
自
動
音
声
案
内
）

自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
お
選
び

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.nta.go.jp

問合せ

宇
都
宮
税
務
署 

法
人
課
税
第
一
部
門

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
1
5
1

（
代
表
：
自
動
音
声
案
内
）

自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
お
選
び

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.nta.go.jp QRコード

12月4日（火）
午前9時30分～正午 青色申告決算説明会（農業） 宇都宮市総合コミュニティセンター

（宇都宮市明保野町7-1）

12月13日（木）
午前9時30分～正午 消費税等説明会

12月12日（水）
午後1時30分～4時 白色申告決算説明会（農業）

12月12日（水）
午前9時30分～正午 白色申告決算説明会（不動産）

12月10日（月）
午後1時30分～4時 白色申告決算説明会（不動産）

12月10日（月）
午前9時30分～正午 白色申告決算説明会（営業）

12月7日（金）
午後1時30分～4時 白色申告決算説明会（営業）

12月7日（金）
午前9時30分～正午 青色申告決算説明会（営業）

12月6日（木）
午後1時30分～4時 青色申告決算説明会（営業）

12月6日（木）
午前9時30分～正午 青色申告決算説明会（不動産）

12月5日（水）
午後1時30分～4時 青色申告決算説明会（不動産）

12月5日（水）
午前9時30分～正午 青色申告決算説明会（営業）

宇都宮商工会議所 2階 大会議室
（宇都宮市中央3-1-4 県産業会館内）

うつのみや市商工会館大会議室
（宇都宮市中岡本町3225-5）

日　時 説明会名称

平成30年分決算説明会日程

会　場

宇都宮商工会議所 2階 大会議室
（宇都宮市中央3-1-4 県産業会館内）

　

備
前
堀
は
、
慶
長
15

（
１
６
１
０
）年
徳
川
家
康

の
家
臣
で
あ
っ
た
伊
奈
備
前

守
忠
次
に
よ
り
造
ら
れ
た

治
水
と
利
水
を
兼
ね
た
灌

漑
用
水
で
、
そ
の
美
し
い

景
観
は
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
16
日
に
は
、

備
前
堀
を
活
用
し
た『
灯
篭

流
し
』が
行
わ
れ
ま
す
。
水

面
を
流
れ
る
灯
篭
の
灯
り

が
織
り
な
す
幻
想
的
な
風

景
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）



　いつも宇都宮商工会議所をご利用いただき、ありがとうこざいます。
　さてこの度、当所では会員の皆さまが業種を問わず参加できる場の提供を目的として「会員
大会」を開催します。第 1部では優良従業員表彰を、第 2部では漫画家 弘兼 憲史 氏をお
招きした講演会、第 3 部では来場された皆さまの中から抽選でプレゼントする抽選会を行い
ます。会員の方であればどなたでも参加できますので、ぜひ ご参加ください。

1947年、山口県生まれ。早稲田大学法学
部卒。松下電器産業（現パナソニック）本社
販売助成部に勤務。退職後、1974年に漫
画家デビュー。以降、人生を考えさせる社会
派作家として活躍中。

平成30
（2018）年11月22日（木）

平成30（2018）年度

受付／14:00　開会／15：00

時間／17：20～

時間／15：00～15：40

来場者（会員事業所）を対象に抽選会を実施します！
正副会頭賞ほか、特賞（旅行券10万円分）など、
豪華プレゼントが抽選で当たる！！

会 員 大 会
来場者記念品進呈！！
数に限りがありますので、お早めに

第3部

〈連載〉
講談社モーニング 『会長 島耕作』
小学館ビッグコミックオリジナル 『黄昏流星群』

〈他、主な作品〉
『ハロー張りネズミ』 『加治隆介の議』 『ラストニュース』
『人間交差点』、『夢工場』など。

 〈ラジオ出演〉
ニッポン放送『黄昏ヒットパレード』パーソナリティ
JFN「PEOPLE～編集長！お時間です。～」パーソナリティ
◆過去NEWS
2017.7.14～9.15 TBS「ハロー張りネズミ」OA
2018.7.5/7.12 YTV島耕作シリーズ35周年企画
「部長　風花凛子の恋」会長島耕作 特別編OA
◆最新NEWS
2018.10月スタート22:00～22:54 CX「黄昏流星群」OA

〈主な受賞歴〉
1985年 『人間交差点』 第30回小学館漫画賞受賞
1991年 『課長 島耕作』 第15回講談社漫画賞受賞
2003年 『黄昏流星群』 第32回日本漫画家協会賞大賞受賞
2007年 紫綬褒章 受章

島 耕作から見る

日本の未来

優良従業員表彰

時間／15：50～17：10

漫画家  弘兼 憲史氏講師／

記念講演会

抽選会 旅行券
10万円分

日本の名宿
ペア宿泊
ギフト券

人気
電化製品

参加費無 料

第1部

日　  時

会　  場

中島・佐川

会員事業所共済制度加入者還元事業

第2部

人

（
税
込
）
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